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開
花
前
線 

　
平
成
二
十
三
年
の
年
明
け
は
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
し
た
が
、
二
月
末
頃
に

な
り
ま
し
て
や
っ
と
暖
か
く
な
り
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
河
津
桜
も
咲
き
そ
ろ

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

　
さ
て
、
当
社
に
は
土
、
石
、
砂
等
に
関
す
る
物
の
一
つ
と
し
て
、
拝
殿
と
神

徳
殿
の
間
に
「
御
霊
砂
」
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
来
よ
り
こ
の
御
霊
砂

を
撒
き
お
清
め
し
た
上
で
、
工
事
や
建
築
等
を
始
め
る
と
災
い
が
な
く
、
無
事

に
成
就
さ
れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
御
霊
砂
は
境
内
を
流
れ
る
宮
川
の
川

砂
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
御
本
殿
横
よ
り
三
百
メ
ー
ト
ル
程
上
流
に
あ
る
堆
積

し
た
場
所
よ
り
砂
を
採
取
し
、
小
石
等
を
取
り
除
き
ま
す
。
そ
の
後
は
天
日
に

晒
す
こ
と
と
、
金
属
製
の
細
か
い
網
が
張
っ
て
あ
る
箕
を
使
い
漉
す
こ
と
を
交

互
に
数
回
実
施
し
ま
す
。
次
に
綺
麗
に
な
っ
た
砂
を
お
祓
い
し
た
後
、
御
本
殿

の
床
下
に
運
び
、
木
製
の
樽
の
中
に
入
れ
て
数
年
鎮
め
ま
す
。
最
終
的
に
は
御

霊
砂
の
場
所
に
移
さ
れ
お
祀
り
さ
れ
ま
す
。
以
前
は
直
接
こ
の
場
所
か
ら
砂
を

お
受
け
に
な
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
社
頭
に
て
授
与
い
た
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
希
望
の
方
は
ご
利
用
戴
け
れ
ば
結
構
で
す
。
ま
た
、
地
鎮
祭
に

て
使
わ
れ
る
「
鎮
め
の
石
」
も
お
祓
い
の
後
に
、
御
本
殿
の
床
下
に
て
一
時
鎮

め
ま
す
。
使
わ
れ
る
時
は
神
饌
所
の
真
名
井
の
井
戸
水
に
て
洗
い
清
め
乾
燥
の

上
、
奉
書
に
て
丁
寧
に
包
み
太
い
麻
ひ
も
に
て
縛
り
ま
す
。
こ
の
「
鎮
め
の

石
」
は
地
鎮
祭
斎
行
後
に
住
宅
等
の
土
中
に
祀
ら
れ
ま
す
。
こ
の
様
に
境
内
の

砂
、
石
等
は
神
社
の
大
切
な
神
具
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
暖
か
く
な
る
と
例
祭
へ
の
準
備
が
進
み
ま
す
。
一
方
、
弥
生
三
月
か
ら
卯
月

四
月
に
掛
け
て
は
、
染
井
吉
野
や
し
ゃ
が
を
は
じ
め
様
々
な
花
が
咲
く
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
ご
参
拝
の
折
に
お
時
間
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
少
し
足
を

の
ば
さ
れ
て
、
宮
川
沿
い
の
境
内
を
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

斎
庭
の
草
花
や
新
鮮
な
空
気
と
森
林
浴
、
さ
ら
に
は
風
の
音
や
川
の
水
音
も
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
は
、
ど
う
か
ご
平
安
に
て

日
々
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご 

れ
い 

さ 

ゆ 

に
わ 



年
末
年
始
の
ご
報
告 
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御弓始神事の大的式（1月17日） どんど焼とおはたき餅（1月16日） 

節分祭の鳴弦式（2月3日） 奉納の大絵馬（12月29日） 

当社氏子青年会による拝殿・注連縄の奉納（12月19日） 

迎春準備と門松（12月28日） 

お正月の参拝風景（1月2日） 



師
走
の
大
祓
式
斎
行 

  

　
十
二
月
三
十
一
日
大
晦
日
の
午
後
三
時
よ
り
、

師
走
の
大
祓
式
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。 

　
大
祓
式
は
六
月
と
十
二
月
の
年
二
回
行
わ
れ
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
心
や
体
に
つ
い
た

罪
や
け
が
れ
を
、
身
代
わ
り
と
な
る
人
形
に

託
し
、
祓
い
清
め
る
日
本
古
来
の
伝
統
神
事

で
す
。
当
日
は
氏
子
内
外
よ
り
多
く
の
方
々

が
参
列
さ
れ
、
神
職
と
と
も
に
お
祓
い
を
受
け
、

清
く
正
し
い
身
に
立
ち
返
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

拝
殿
に
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
除
夜
祭
に
も
参

列
さ
れ
、
大
前
に
今
年
一
年
間
の
無
事
を
奉

告
す
る
と
と
も
に
、
新
年
が
良
き
年
で
あ
る

よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

　
来
る
六
月
三
十
日
に
は
境
内
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
る
、
夏
越
の
大

祓
式
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
当
日
ご
参
列
い
た

だ
け
れ
ば
、
お
祓
い
を
ご
一
緒
に
お
受
け
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
参
列
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

田
遊
び
祭
・
田
遊
び
神
事 
節
分
祭
の
斎
行 

ひ
と
が
た 

し
ろ
く
わ 

た  

う
た 
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節分祭特別奉仕者　筧利夫氏・坂本日登美選手（2月3日） 

田遊び神事10番「苗賛め」（1月3日） 

師走の大祓式（平成23年12月31日） 

節分祭の豆撒き（2月3日） 

  

　
正
月
三
日
午
後
一
時
よ
り
田
遊
び
祭
が

拝
殿
に
て
斎
行
さ
れ
、
そ
の
後
「
田
遊
び

神
事
」
が
舞
殿
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
田

遊
び
神
事
は
旧
社
家
の
皆
様
方
に
よ
り
継

承
さ
れ
、
毎
年
正
月
の
恒
例
神
事
と
し
て

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
本
年
の
豊
作
を
祈
願
し
田
作
り
か
ら
刈

り
入
れ
ま
で
の
稲
作
過
程
を
一
番
「
素
鍬
」

か
ら
十
二
番
「
歌
お
ろ
し
」
ま
で
の
演
目

に
よ
り
模
擬
的
に
演
じ
ま
す
。
田
に
見
立
て

た
太
鼓
を
中
心
に
田
唄
に
合
わ
せ
て
所
作

を
行
う
素
朴
な
神
事
に
、
参
拝
者
は
感
心

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
神
事
の
後
、
神
札

の
授
与
・
投
げ
餅
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

  

　
二
月
三
日
（
木
）
午
後
二
時
よ
り
節
分
祭

を
斎
行
致
し
ま
し
た
。
本
年
の
特
別
奉
仕
者

と
し
て
俳
優
の
筧
利
夫
さ
ん
・
女
子
レ
ス
リ

ン
グ
世
界
選
手
権
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
坂
本
日

登
美
さ
ん
を
お
招
き
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
、
九
十
三
名
の
年
男
役
・
年
女

役
の
皆
様
と
共
に
大
紋
を
身
に
ま
と
い
、
追

儺
神
事
・
豆
撒
神
事
・
宝
槌
打
振
神
事
・
厄

災
を
祓
う
福
笑
い
神
事
を
ご
奉
仕
さ
れ
ま
し

た
。
祭
典
後
、
拝
殿
前
で
の
記
念
撮
影
に
引

き
続
い
て
舞
殿
及
び
特
設
舞
台
に
て
豆
撒
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
穏
や
か
な
日
和
に
恵
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
お
二
人
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と

い
う
方
や
福
を
求
め
る
方
な
ど
大
勢
の
参
拝

者
に
て
賑
わ
い
、
節
分
祭
は
無
事
滞
り
な
く

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

なえ　 ほ 
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紀
元
祭
の
斎
行 

村松藤雄森町長のご祝辞（2月11日） 

日本大学法学部教授　百地　章氏（12月12日） 

書家・杭迫柏樹氏（2月27日） 

  

　
二
月
十
一
日
の
建
国
記
念
の
日
に
紀
元
祭

を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
例
年
、
氏
子
内
の

三
地
区
か
ら
、
神
社
に
向
か
っ
て
建
国
の
奉

祝
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
年

は
あ
い
に
く
の
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
り
ま

し
た
。 

　
祭
典
後
は
大
宝
殿
に
て
奉
祝
式
典
を
実
施

し
、
祭
典
か
ら
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
森

町
長
村
松
藤
雄
様
を
始
め
、
静
岡
県
議
会
副

議
長
岩
瀬
護
様
、
奥
之
山
隆
県
議
会
議
員
様

か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
境
内
で
は
、
甘
酒
と
健
康
豆
を
ご
参

拝
い
た
だ
い
た
方
々
に
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

雨
天
の
た
め
、
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年

氏
子
青
年
会
に
よ
り
、
餅
つ
き
や
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
が
執
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

遠
州
と
こ
わ
か
塾
の
開
催 

  

　
昨
年
九
月
に
開
塾
い
た
し
ま
し
た
「
遠

州
と
こ
わ
か
塾
」
の
第
二
回
目
・
第
三
回

目
が
塾
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

　
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
二
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
二
時
　
小
國
神
社
研
修
室 

　
演
題
「
日
韓
問
題
の
正
し
い
理
解
を
」 

　
　
　
　
講
師
　
日
本
大
学
法
学
部
教
授 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
地
　
章
　
先
生 

 

 

　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
七
日
（
日
）
　

　
　
　
午
後
二
時
　
小
國
神
社
研
修
室 

　
演
題
「
書
と
伝
統
」〜
民
族
の
感
性
と
誇
り
〜 

　
　
　
　
講
師
　
書
家
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
杭
迫
　
柏
樹
　
先
生 

 

　
こ
れ
ま
で
三
回
の
講
話
を
通
じ
、
日
本
の

真
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
の
意
義
を
教
わ
り

理
解
す
る
こ
と
で
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
・
美

徳
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
過

去
の
流
れ
か
ら
現
在
の
日
本
を
知
る
こ
と
で
、

何
が
変
わ
ら
ず
何
が
変
わ
っ
た
の
か
、
何
が

欠
け
て
何
を
す
べ
き
で
あ
る
か
を
確
認
い
た

し
ま
し
た
。 

祈
年
祭
の
斎
行 

祈年祭の参進（2月18日午前10時） 

  

　
二
月
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
祈
年
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
祈
年
祭
と
は
新
し
い
年
の

五
穀
豊
穣
・
国
家
安
泰
を
祈
願
す
る
祭
典
で
、

「
き
ね
ん
さ
い
」
ま
た
は
「
と
し
ご
い
の
ま

つ
り
」
と
読
み
ま
す
。
十
一
月
に
収
穫
を
感

謝
し
斎
行
さ
れ
る
新
嘗
祭（
に
い
な
め
さ
い
）

と
共
に
年
間
の
祭
事
の
中
で
も
最
も
重
要
な

祭
典
の
一
つ
で
す
。 

　
当
日
は
朝
ま
で
小
雨
が
降
っ
て
お
り
ま
し

た
が
次
第
に
あ
が
り
、
屋
外
の
祓
所
に
て
修

祓
を
行
い
、
参
進
後
は
拝
殿
に
て
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
森
町
議
会
議
長
大
塲
孝

　
様
ま
た
森
町
観
光
協
会
長
松
井
晴
山
様
を

始
め
約
七
十
名
の
ご
参
列
を
賜
り
ま
し
た
。 
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氏
子
青
年
会
の
年
間
活
動 

ー 

御
朱
印 

ー

ご  

し
ゅ
い
ん

御朱印 御朱印帳 

氏子青年会の活動「開運福だるま」授与 

  

　
当
社
氏
子
青
年
会
は
、
現
在
二
十
代
か
ら

四
十
代
の
男
性
で
、
会
長
以
下
四
十
一
名
の

会
員
に
て
奉
仕
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

主
な
活
動
は
、 

・
例
祭
の
十
二
段
舞
楽
奉
仕 

・
全
国
氏
子
青
年
協
議
会
大
会
へ
参
加 

・
拝
殿
及
び
神
徳
殿
の
注
連
縄
製
作
・
奉
納 

・
正
月
の
だ
る
ま
授
与
奉
仕 

・
ど
ん
ど
焼
祭
奉
仕 

・
建
国
記
念
奉
祝
パ
レ
ー
ド
の
実
施 

 

　
こ
れ
ら
の
他
に
も
大
き
な
祭
事
の
時
に
は
、

神
社
に
協
力
し
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。 

 

研修室にて「写真コンテスト」作品の展示（平成22年9月13日） 

振
興
会
の
活
動 

敬
神
婦
人
会
の
活
動 

奉納農産物品評会の実施（毎年11月23日） 毎年1回の親睦旅行（1泊2日の行程） 

   

　
御
朱
印
は
社
名
の
入
っ
た
印
を
紙
な
ど
に

押
し
、
主
に
参
拝
者
の
方
に
お
頒
け
す
る
も

の
で
す
。
多
く
の
神
社
で
は
単
に
印
を
押
す

だ
け
で
な
く
、
神
社
名
や
参
拝
日
を
墨
書
き

し
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
御
朱
印
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
御
朱
印
を
集
め
る
際
は
朱
印
帳
と
呼

ば
れ
る
専
用
の
帳
面
を
用
い
る
の
が
一
般
的

で
す
が
、
中
に
は
朱
印
軸
と
呼
ば
れ
る
掛
け

軸
に
直
接
印
を
押
す
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

　
当
社
は
遠
江
國
一
宮
で
す
の
で
全
国
よ
り

多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は

全
国
の
一
宮
巡
拝
を
行
っ
て
い
る
方
々
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
通
常
の
朱
印
帳
よ
り

一
回
り
大
き
い
、
一
宮
巡
り
専
用
の
朱
印
帳

に
て
御
朱
印
を
う
け
ら
れ
ま
す
。 

　
御
朱
印
ま
た
御
朱
印
帳
は
御
守
、
神
札
と

同
様
に
授
与
所
に
て
お
頒
け
い
た
し
て
お
り

ま
す
。 

 

　
境
内
を
彩
る
四
季
折
々
の
草
花
や

祭
事
・
催
物
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
撮
影
期
間
は
平
成

二
十
二
年
十
一
月
よ
り
平
成
二
十
三
年
六
月

下
旬
の
花
し
ょ
う
ぶ
園
閉
園
ま
で
と
な
り
ま

す
。
ご
応
募
は
作
品
の
取
り
ま
と
め
の
都
合

上
、
六
月
一
日
よ
り
同
月
末
日
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。
毎
回
、
風
景
写
真
か
ら
ス
ナ
ッ

プ
写
真
ま
で
幅
広
く
ご
応
募
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。 

　
な
お
、
応
募
チ
ラ
シ
は
神
社
及
び
写
真
材

料
商
組
合
中
遠
支
部
加
盟
店
に
て
配
布
中
で

す
。
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
当

社
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。 
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一

日

 

六

日

 

十

日

 

十
八
日

十
八
日 

十
八
日 

二
十
一
日 

一

日

 

二

日

 

三

日

 

三

日

 

六

日

 

八

日

 

八

日

 

十
四
日 

十
四
日 

十
六
日 

十
六
日 

十
六
日 

十
七
日 

十
七
日 

十
七
日 

十
七
日 

十
八
日 

二
十
九
日 

月
次
祭 

勧
学
祭 

神
武
天
皇
祭
遙
拝
式

一
宮
さ
く
ら
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

杉
　
祭 

全
國
一
宮
等
合
殿
社
例
祭 

垢
籬
祭 

舞
　
揃 

献
詠
祭 

氏
子
入
り
奉
告
祭 

十
二
段
舞
楽
奉
奏 

前
日
祭 

十
二
段
舞
楽
奉
奏 

神
幸
祭 

献
茶
祭（
手
揉
み
保
存
会
） 

例
　
祭 

昭
和
祭 

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
一
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
半
） 

（
午
前
十
一
時
） 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
後
二
時
） 

（
午
後
二
時
）

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
一
時
）

（
午
後
二
時
） 

（
午
後
四
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

初
甲
子
祭 

月
次
祭 

真
田
城
趾
慰
霊
祭 

鉾
執
社
例
祭 

春
季
皇
霊
祭
遙
拝
式 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
半
） 

（
午
後
一
時
半
） 

（
午
前
九
時
） 

月
次
祭 

こ
ど
も
祭 

本
宮
山
青
葉
祭 

甲
子
祭 

月
次
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
一
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

月
次
祭 

花
菖
蒲
園
開
園
奉
告
祭 

花
菖
蒲
観
賞
祭 

花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

御
田
植
祭 

夏
越
の
大
祓
式 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
半
） 

（
午
前
十
時
半
）

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
後
三
時
） 

一

日

 

五

日

 

六

日

 

九

日

 

十
八
日 

一

日
 

一

日
 

四

日

 

五

日

 

六

日

 

十
八
日 

二
十
二
日 

三
十
日 

西参道のしゃくなげ（平成22年4月21日） 

勧
学
祭
・
氏
子
入
り
奉
告
祭
の
ご
案
内 

  

　
本
年
の
勧
学
祭
は
四
月
二
日
（
土
）
午
前

十
一
時
よ
り
、
ま
た
氏
子
入
り
報
告
祭
は
四

月
十
六
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り
斎
行
い
た

し
ま
す
。
勧
学
祭
は
、
氏
子
地
域
で
小
学
校
・

中
学
校
に
入
学
さ
れ
ま
す
お
子
様
に
ご
参
列

い
た
だ
き
、
神
前
に
て
学
業
成
就
・
身
体
健

全
・
交
通
安
全
を
ご
祈
願
申
し
上
げ
、
お
祝

い
い
た
し
ま
す
。 

　
氏
子
入
り
奉
告
祭
は
、
平
成
二
十
二
年
四

月
一
日
よ
り
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ
た
お
子
様
と
嫁

入
り
・
婿
入
り
・
転
入
居
住
さ
れ
た
方
に
ご

参
列
い
た
だ
き
、
当
社
の
氏
子
に
加
わ
っ
た

こ
と
を
神
前
に
て
ご
奉
告
申
し
上
げ
、
家
内

安
全
・
無
病
息
災
を
ご
祈
願
い
た
し
ま
す
。 

　
お
申
し
込
み
は
、
各
地
区
の
総
代
さ
ん
を

通
し
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
名
簿
に
明

記
の
上
、
ご
家
族
お
揃
い
で
ご
参
列
下
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
三
年
例
祭 

十二段舞楽「太平楽」（平成22年4月18日） 

神幸祭にての神楽舞（平成22年4月18日） 

  

　
本
年
の
例
祭
の
日
程
は
、
四
月
十
七
日（
日
）

に
前
日
祭
及
び
神
幸
祭
、
十
八
日
（
月
）
に
例

祭
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
者
ご
参
列
の
も
と

厳
粛
に
斎
行
い
た
し
ま
す
。 

　
神
幸
祭
で
は
御
神
輿
の
渡
御
が
あ
り
、
参
道

で
行
列
を
成
し
ま
す
。
ま
た
、
伴
い
ま
し
て
振

興
会
主
催
で
行
わ
れ
る
勅
使
行
列
が
、
こ
の
行

列
に
合
流
し
ま
す
。
勅
使
行
列
の
勅
使
役
は
、

年
毎
に
選
任
し
ご
奉
仕
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
十
六
日（
土
）・
十
七
日（
日
）の
二
日

間
に
は
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
り

ま
す
古
式
十
二
段
舞
楽
が
奉
奏
さ
れ
ま
す
。
こ

の
奉
奏
奉
仕
に
む
け
、
三
月
に
は
練
習
会
が
始

ま
り
、子
供
達
に
お
い
て
は
練
習
所
に
泊
ま
り

込
み
の
合
宿
と
な
り
ま
す
。 

　
神
幸
祭
で
の
行
列
並
び
に
神
幸
所
祭
、
ま
た

舞
楽
奉
奏
は
、
ど
ち
ら
も
例
祭
に
か
か
わ
る
大

き
な
神
賑
わ
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆

様
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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本
宮
山
青
葉
祭 

稚児行列 

本宮山庁屋からの遠望（平成22年5月6日） 

  

　
五
月
六
日
に
本
宮
山
山
頂
に
て
青
葉
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
奥
宮
の
奧
磐
戸
神
社
に

は
、
新
緑
の
香
り
豊
か
な
黒
文
字
の
枝
が
飾

り
付
け
ら
れ
ま
す
。
午
前
十
一
時
よ
り
祭
典

が
斎
行
さ
れ
、
そ
の
後
昼
食
を
い
た
だ
き
ま

す
。
標
高
五
五
一
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
か
ら
は

天
竜
川
を
眼
下
に
遠
く
遠
州
灘
ま
で
望
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
午
前
九
時
に
当
社
か
ら
送
迎
バ
ス
が
出
発

し
、
山
頂
下
の
駐
車
場
よ
り
徒
歩
に
て
奥
宮

を
目
指
し
ま
す
。 

　
是
非
、
皆
様
方
の
ご
参
列
を
お
ま
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 

一
宮
さ
く
ら
祭
の
開
催 

門前の桜（平成22年4月3日） 

  

　
四
月
三
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
恒
例
の

「
一
宮
さ
く
ら
祭
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
門
前
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
バ
ン
ド
演
奏
や
舞
踏
グ
ル
ー
プ
「
七
福

神
」
の
勇
壮
か
つ
コ
ミ
カ
ル
な
踊
り
な
ど
各

種
の
公
演
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
終
演
予

定
の
午
後
三
時
頃
に
は
投
餅
を
実
施
し
ま
す
。

境
内
で
は
、
拝
殿
前
の
舞
殿
に
て
琴
・
尺
八

奉
納
演
奏
、
参
拝
者
休
憩
所
前
の
参
道
西
側

に
て
野
点
や
甘
酒
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
夜
間
は
午
後
九
時
ま
で
門
前
周
辺
を
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
の
で
終
日
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。 

　
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
境
内
に
あ
る
大
宝

殿
が
メ
イ
ン
会
場
と
な
り
ま
す
。 

　
四
月
十
七
日 （
日
） 

午
後
二
時
よ
り

神
幸
祭
（
お
わ
た
り
）
を
斎
行
し
、

稚
児
行
列
を
執
り
行
い
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
も
行
列
に

参
加
さ
れ
る
稚
児
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
当
社
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

電
　
話
　
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二

　
　
　
　
振
興
会
　
稚
児
行
列
係 

募
集
要
項 

一
、 

対
象
者 

一
、 

参
加
費 

一
、 

募
集
人
員 

一
、 

申
込
締
切 

　
当
社
で
は
、
献
詠
祭
で
神
前
に
奉
納
す

る
和
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
左
記
の
要
項
に
て
多
数
ご
応
募
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
兼
題  

「
島
」・「
野
」 

◇
用
紙
　
短
冊 

　（
歌
は
楷
書
に
て
お
書
き
下
さ
い
。 

　  

裏
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
下
さ
い
。） 

◇
献
詠
費
　
無
料 

◇
締
　
切
　
四
月
十
一
日
（
月
） 

◇
宛
　
先
　
〒
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

　
　
静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一 

　
　
小
國
神
社
社
務
所
　
祭
儀
課
献
詠
係 

 

御神木「ひょうの木」 

小
学
校
三
年
生
位
ま
で
の
男
女 

五
、〇
〇
〇
円 

若
干
名
（
先
着
順
） 

四
月
二
日（
土
） 

 

掛
川
市 

菊
川
市 

掛
川
市 

森
　
町 

森
　
町 

袋
井
市 

掛
川
市 

福
岡
市 

磐
田
市 

袋
井
市 

磐
田
市 

森
　
町 

浜
松
市 

掛
川
市 

掛
川
市 

袋
井
市 

袋
井
市 

浜
松
市 

袋
井
市 

森
　
町 

石
田
　
　
和 

黒
田
　
陽
太 

　
　
　
颯
馬 

山
田
　
紗
野 

小
栗
　
聡
哉 

成
松
　
二
胡 

山
　
　
柚
維 

亀
山
　
泰
一 

岩
本
　
拓
馬 

青
木
　
綾
音 

大
石
　
隆
羽 

松
島
ひ
か
り 

鈴
木
　
佑
紀 

渥
美
　
勇
和 

齊
藤
　
慶
治 

志
賀
　
湊
任 

加
藤
　
璃
来 

鈴
木
　
涼
聖 

鈴
木
　
聡
真 

　
木
　
維
真 

○
当
社
で
は
、
お
子
様
の
命
名
を 

　
　
　
　
申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日 

　
〜
平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日 



平
成
二
十
三
年
三
月
十
日 

「
玉
垂
」
（
た
ま
だ
れ
）
第
三
十
一
号 

題
字
揮
毫
　
神
社
本
廳
元
総
長
　
工
藤
　
伊
豆 

発
　
行

 
 

小
國
神
社
社
務
所 

郵
便
番
号
　
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

住
　
所
　  

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一 

電
話
番
号
　
〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七 

印
　
刷
　   

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
　
エ
ム
・
エ
ス
・
シ
ー 

8

「
小
國
の
杜
・
点
描
」 

（株）鈴木長十商店・（株）ネクサスコーポレーションによる 
用途指定寄付（境内整備）の奉納（12月24日） 

陽春の小國ことまち横丁（2月15日） 

豊田合成（株）荒島 正 副社長ご参拝（1月7日） 

宮代神饌田のイセヒカリ（10月1日） 「奉納うさぎ」制作者の鈴木格子氏（12月27日） 

年末に参拝者駐車場の舗装整備の実施（12月29日） 

表
紙
写
真
に
つ
い
て 

編

集

後

記

 

　
平
成
二
十
三
年
一
月
十
六
日（
日
）午
前
八
時
三
十
分
、

冠
雪
し
た
社
殿
を
撮
影
い
た
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
普
段

は
目
に
し
な
い
光
景
に
、ご
参
拝
の
方
々
の
中
に
は
、写

真
撮
影
を
熱
心
に
さ
れ
て
い
た
方
が
あ
り
ま
し
た
。 

○
『
玉
垂
』三
十
一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。十
二
月
か

ら
二
月
ま
で
の
祭
事
や
諸
行
事
を
報
告
さ
せ
て
戴
き
ま

し
た
。
ま
た
、四
月
の
例
祭
に
関
す
る
事
項
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
し
た
。こ
の
時
期
の
祭
典
・
行
事
は
屋
外
に
て
斎

行
ま
た
は
実
施
す
る
こ
と
が
多
く
、天
候
の
変
化
に
担
当

者
は
い
つ
も
気
遣
っ
て
お
り
ま
す
。い
つ
も
通
り
に
、関
係

各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
伊
勢
神
宮
収
蔵
作
家
で
知
ら
れ
る
鳥
居
禮
画
伯
の

個
展
「
霊
峰
富
士
と
桜
展
」
が
三
月
三
十
日
よ
り
四
月

十
八
日
迄
の
予
定
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。当
社
で
は
平
成

二
十
一
年
秋
の
開
催
に
続
き
、二
回
目
の
個
展
と
な
り
ま

す
。入
場
は
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、是
非「
新
大
和
絵
」

の
世
界
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

平成23年3月10日 第31号 玉 垂  


